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村
殊
萌
元
真
言
宗
大
覚
寺
派
教
学
部

長
と
滝
澤
俊
文
む
つ
み
会
宗
務
長
に

加
え
、
文
理
の
分
野
を
超
え
て
造
詣

の
深
い
三
宅
理
事
長
が
加
わ
り
、
人

類
社
会
が
初
め
て
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
こ
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
内
容
は
、
６
月
18
日
付
産

経
新
聞
で
特
集
記
事
と
し
て
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
第
４
Ｓ

で
は
、
本
会
の
奥
野
卓
司
副
会
長
が

進
行
役
で
、
藤
田
裕
之
京
都
市
レ
ジ

リ
エ
ン
ト
シ
テ
ィ
統
括
官
、
Ｊ
・
ラ

ン
ゾ
ウ
富
山
市
政
策
参
与
、
懸
野
直

樹
野
宮
神
社
宮
司
、レ
バ
ノ
ン
の
Ｍ
・

ア
ブ
ニ
メ
ル
上
級
顧
問
の
４
名
が
熱

の
こ
も
っ
た
討
議
を
行
っ
た
。

12
日
は
、
朝
か
ら
第
５
Ｓ
が
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
Ｈ
・
ウ
コ
元
Ｗ
ｆ
Ｐ

欧
州
会
長
が
進
行
役
で
、
大
西
龍
心

高
野
山
真
言
宗
観
音
院
住
職
、
三
宅

理
事
長
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
生

命
科
学
の
も
た
ら
す
倫
理
的
問
題
に

つ
い
て
幅
広
い
観
点
か
ら
討
議
を

行
っ
た
。
第
６
Ｓ
で
は
、
Ｂ
・
ア
ダ

ム
ス
教
授
が
進
行
役
で
、
中
国
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
ウ
イ
グ
ル

出
身
の
モ
ハ
メ
ド
・
サ
ウ
テ
ィ
氏
、

小
林
秀
英
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
考
え
る

会
会
長
、
天
江
喜
七
郎
元
特
命
全
権

大
使
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ
て
、
独

裁
的
な
政
権
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
て

い
る
人
々
の
問
題
に
光
を
当
て
た
。

第
７
Ｓ
で
は
、
釈
徹
宗
相
愛
大
学

教
授
が
進
行
役
で
、
前
野
直
樹
日
本

ム
ス
リ
ム
協
会
理
事
、
國
富
敬
二
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委
員
会
事
務
局
長
、
米

国
の
Ｈ
・
ハ
イ
ン
バ
ッ
ク
女
史
ら
が

い
か
に
す
れ
ば
少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問

題
に
ユ
ニ
ー
ク
な
解
決
方
法
を
提
言

し
た
。
第
８
Ｓ
で
は
、
稲
場
圭
信
大

阪
大
学
大
学
院
教
授
が
進
行
役
で
、

石
川
え
り
難
民
支
援
協
会
会
長
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ア
ッ
シ
ャ
ー
・
マ
オ
ズ
・

ペ
レ
ス
法
学
大
学
院
長
、
ボ
ス
ニ
ア

の
Ｊ
・
ボ
ス
ト
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
渉

外
部
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
。

午
後
の
全
体
集
会
で
は
、
各
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
討
議
の
中
身
を
反
映
し
た

「
宣
言
文
」
を
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
京
都

精
華
大
学
学
長
の
モ
デ
レ
ー
ト
で
討

議
し
て
、
字
句
や
表
現
を
一
部
訂
正

し
た
後
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
「
京

都
宣
言
」
は
、
三
宅
理
事
長
と
サ
コ

学
長
に
よ
っ
て
、
６
月
14
日
に
総
理

官
邸
へ
提
出
さ
れ
た
。

Ｇ
20
諸
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
開
催

６
月
11
日
か
ら
12
日
ま
で
、
京
都
市
で
Ｇ
20
諸
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
、
内
外
約
１
５
０
名
の
宗
教
指
導
者
、
国
際

機
関
の
代
表
、
大
使
や
専
門
家
な
ど
が
参
加
し
て
、
現
代
社
会
に
惹

起
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
宗
教
界
か
ら
の
提
言
と
し
て

６
月
末
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
各
国
首

脳
に
宛
て
日
本
政
府
を
通
じ
て
提
出
し
た
。

６
月
11
日
午
前
10
時
、
Ｇ
20
諸
宗

教
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
は
京
都
府

議
会
旧
本
会
議
場
で
会
長
を
務
め
た

瀬
川
大
秀
真
言
宗
御
室
派
管
長
の
開

会
挨
拶
で
幕
を
開
け
た
。
西
脇
隆
俊

京都府議会旧本会議場に世界中から集まった宗教指導者たち

京
都
府
知
事
と
門
川
大
作
京
都
市
長

が
歓
迎
の
挨
拶
を
行
っ
た
後
、
前
田

万
葉
枢
機
卿
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

Ｆ
・
マ
ア
マ
ア
ル
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｄ

事
務
総
長
、
吉
村
暲
英
融
通
念
佛
宗

管
長
、
カ
ナ
ダ
の
Ｊ
・
ク
リ
ス
テ
ィ

教
会
協
議
会
元
会
長
、
徳
増
公
明
日

本
ム
ス
リ
ム
協
会
会
長
、豪
州
の
Ｂ
・

ア
ダ
ム
ス
・
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
諸
宗

教
・
文
化
対
話
セ
ン
タ
ー
所
長
、
村

山
博
雅
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
会
長

ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
組
織
委
員

長
を
務
め
た
芳
村
正
徳
本
会
常
任
理

事
が
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
全
体
集
会
が
開
催
さ
れ
、

運
営
委
員
長
を
務
め
た
三
宅
善
信
本

会
理
事
長
の
進
行
で
世
界
宗
教
者
平

和
会
議
の
Ｗ
・
ベ
ン
ド
レ
イ
事
務
総

長
が
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
方
向
性

を
示
す
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
基
調

講
演
に
続
い
て
、
植
松
誠
日
本
聖
公

会
首
座
主
教
、米
国
の
Ｇ
・
デ
ィ
オ
ッ

プ
国
際
宗
教
の
自
由
協
会
事
務
総
長
、

永
尾
教
昭
天
理
大
学
学
長
、
ス
ペ
イ

ン
の
Ａ
・
ア
ル
バ
チ
ェ
ー
テ
大
使
ら

が
、
基
調
講
演
に
対
す
る
応
答
を

行
っ
た
。
こ
の
後
、
一
行
は
、
国
宝

「
三
十
三
間
堂
」
を
視
察
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ

ザ
京
都
に
お
い
て
、
Ｇ
20
諸
宗
教

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
中
身
」
に
当
た
る

八
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
次
々
と
開
催

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
１
Ｓ
：
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
、
第
２
Ｓ
：

気
候
変
動
、
第
３
Ｓ
：
Ａ
Ｉ
の
脅
威

と
人
間
の
責
任
、
第
４
Ｓ
：
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
社
会
、
第
５
Ｓ
：
生
命
科
学

と
宗
教
、
第
６
Ｓ
：
抑
圧
さ
れ
た

人
々
と
共
に
生
き
る
、
第
７
Ｓ
：
少

子
高
齢
化
問
題
、
第
８
Ｓ
：
格
差
社

会
と
貧
困
と
い
う
、
ど
れ
も
今
日
的

な
課
題
で
あ
る
。

11
日
午
後
に
は
、
こ
の
内
の
四
つ

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
第
１

Ｓ
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
博
士
が
進モ
デ
レ
ー
タ

行
役

で
、
ス
ペ
イ
ン
の
Ｌ
・
オ
ル
テ
ア
ヌ

国
際
信
教
の
自
由
防
衛
連
盟
事
務
総

長
、
清
澤
悟
真
宗
大
谷
派
願
得
寺
住

職
、
デ
ィ
オ
ッ
プ
博
士
の
３
名
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、「
自
国
利
益
優

先
主
義
」
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。
第
２
Ｓ
は
、
篠
原
祥
哲
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
日
本
委
員
会
総
務
部
長
が
進
行
役

で
、
下
間
健
之
京
都
市
地
球
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
局
長
、
イ
ス
ラ
エ

ル
出
身
の
Ｈ
・
ク
シ
ェ
レ
ビ
ッ
チ
大

阪
大
学
大
学
院
法
律
政
治
研
究
科
生

ら
が
熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

第
３
Ｓ
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
の
才

脇
直
樹
奈
良
女
子
大
学
教
授
が
進
行

役
で
、
共
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
出
身
の
中

1



年
８
月
に
発
せ
ら
れ
た
（
生
前
退
位

の
）
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
昭
和

天
皇
の
『
玉
音
放
送
』
に
も
匹
敵
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
大
胆
な
解
説

を
交
え
て
挨
拶
し
た
。

「
譲
位
儀
礼
と
大
嘗
祭
」セ
ミ
ナ
ー

の
講
師
は
、
佐
野
真
人
・
皇
學
館
大

学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
神
道
研

究
所
助
教
（
博
士
・
文
学
）、
松
本

郁
代
・
横
浜
市
立
大
学
教
授
（
博
士
・

文
学
）、
そ
し
て
マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ

本
会
会
長
（
ド
イ
ツ
・
マ
ー
ル
ブ
ル

ク
大
学
名
誉
教
授
）
の
３
名
。

は
じ
め
に
、
日
本
古
代
史
・
神
道

史
、
特
に
皇
室
祭
祀
や
神
宮
祭
祀
に

関
す
る
研
究
が
専
門
の
佐
野
真
人
助

教
が
、「
大
嘗
祭
に
お
け
る
太
上
天

皇
の
役
割
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

佐
野
助
教
は
、
２
０
２
年
ぶ
り
に

譲
位
と
い
う
形
で
皇
位
継
承
が
行
わ

れ
、
現
在
の
国
民
が
初
め
て
経
験
す

る
「
上
皇
」（
太
上
天
皇
）
と
い
う

存
在
は
如
何
な
る
も
の
か
、
大
嘗
祭

と
い
う
視
点
に
絞
っ
て
考
察
し
、『
建

暦
御
記　

大
嘗
会
神
饌
秘
記
』（
神

道
体
系
『
践
祚
大
嘗
祭
』
と
い
う
史

料
を
基
に
、
次
代
の
天
皇
に
よ
っ
て

の
み
、受
け
継
が
れ
る
べ
き
「
秘
儀
」

の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
「
秘
儀
」
と
は
、
①
神
饌
に

関
す
る
こ
と
②
御
親
供
の
御
所
作
③

御
告
文
（
お
つ
げ
ぶ
み
）
の
内
容
─

─
な
ど
で
、
そ
れ
ら
は
余
人
が
知
り

が
た
い
も
の
で
あ
り
、
儀
式
書
の
規

定
や
諸
家
（
摂
関
家
）
の
記
録
に
は

見
ら
れ
な
い
と
指
摘
し
た
。

具
体
例
と
し
て
、『
建
暦
御
記
』

に
は
建
暦
２
年
（
１
２
１
２
）、
順

徳
天
皇
14
歳
の
砌
、
そ
の
翌
年
に
大

嘗
祭
を
控
え
た
時
の
後
鳥
羽
太
上
天

皇
が
記
録
し
た
と
い
う
「
神
饌
に
供

す
べ
き
次
第
の
教
訓
」、
特
に
秘
説

３
ヵ
事
の
記
述
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
大
嘗
祭
の
行
程

に
つ
い
て
、
実
に
詳
し
く
丁
寧
に
説

明
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
32
皿
も

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

神
饌
の
配
膳
方
法
で
は「
二
行
様（
二

列
に
並
べ
る
）」
と
か
、
御
飯
は
米

二
杯
・
栗
二
杯
と
か
、
そ
し
て
本
来

は
秘
す
べ
き
（
代
々
此
事
不
載
諸
家

記
＝
諸
家
の
記
録
に
は
な
い
）
は
ず

の
御
告
文
（
天
皇
が
奏
上
さ
れ
る
祝

詞
の
よ
う
な
も
の
）
の
内
容
ま
で
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
秘
儀
で
あ
る
た
め
、
時

に
は
失
錯
も
あ
っ
た
よ
う
で
、『
後

伏
見
天
皇
御
記
』
に
よ
る
と
、
神
饌

の
習
礼
の
確
認
す
べ
き
事
の
中
に
、

「
失
錯
等
少
々
思
出
注
ㇾ
之
」
と
あ

り
、「
残
っ
た
箸
を
小
窪
手
（
取
り

皿
）
に
立
て
な
が
ら
御
飯
を
撤
す
る

事
」
と
し
て
、「
太
閤
（
九
条
師
教
）

に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
書
き

記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
「
大
嘗
祭
そ
の
も
の
は
、

朝
廷
の
太
政
官
や
神
祇
官
な
ど
、
多

く
の
有
職
家
が
携
わ
っ
て
お
り
、
準

備
は
円
滑
に
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
大
嘗
祭
の
本
義
は
天
皇

御
自
ら
御
神
饌
を
御
親
供
し
、
御
告

文
を
奏
上
す
る
こ
と
で
あ
り
、
天
皇

御
自
身
の
御
所
作
を
正
し
く
伝
承
し

て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
祭
儀
斎
行
の

上
で
の
最
重
要
な
こ
と
で
あ
る
」
と

し
た
上
で
、「
過
去
56
代
の
天
皇
が

譲
位
受
禅
に
よ
っ
て
、
皇
位
を
継
承

し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
大
嘗

祭
の
神
事
を
滞
り
な
く
終
え
る
た
め

に
は
、
譲
位
に
よ
る
皇
位
継
承
に

よ
っ
て
、
太
上
天
皇
が
存
在
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
秘
儀
の
詳
細
を
『
法

水
写
瓶
』（
一
瓶
の
水
を
一
滴
も
こ

ぼ
さ
ず
に
一
瓶
に
移
し
替
え
る
こ

と
）
の
如
く
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き

た
」
と
そ
の
利
点
を
述
べ
た
。

日
本
文
化
史
、
な
か
で
も
中
世
思

想
史
が
専
門
で
、
即
位
儀
礼
（
特
に

即
位
灌
頂
）
に
造
詣
が
深
い
松
本
郁

代
・
横
浜
市
立
大
学
教
授
は
、「
中

世
に
お
け
る
即
位
儀
礼
と
神
仏
」
と

題
し
て
講
演
し
、「
秘
説
」
と
い
う

形
に
記
述
さ
れ
た
神
仏
の
文
化
性
・

視
角
性
に
つ
い
て
の
分
析
か
ら
見
た

社
会
的
意
義
と
思
想
形
成
に
迫
っ
た
。

松
本
教
授
は
、
11
世
紀
に
な
る
と

「
即
位
式
の
中
で
天
皇
が
『
仏
』
に

な
る
作
法
を
は
じ
め
た
」
と
述
べ
、

御
三
条
天
皇
（
１
０
６
８
年
即
位
）

の
即
位
式
で
は
、
新
天
皇
が
「
智ち

拳け
ん

印い
ん

」
を
結
び
、「
明み

ょ
う

」
と
唱
え
た
こ

と
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
13
世
紀
に

な
る
と
、
即
位
儀
礼
の
中
で
、
光
の

象
徴
、
光
の
尊
格
化
と
し
て
の
仏
＝

金
剛
界
大
日
如
来
と
一
体
化
さ
れ
る

と
い
う
「
即
位
灌
頂
」
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
解
説
し
た
。

大
日
如
来
は
天
照
大
神
と
同
格
と

見
な
さ
れ
、
釈
迦
如
来
か
ら
、
毘
盧

遮
那
仏
、
大
日
如
来
─
─
そ
の
所
変

の
仏
頂
尊
と
し
て
の
「
一
字
金
輪
」

（
如
来
が
唱
え
る
真
言
を
神
格
化
し

た
も
の
）
に
至
る
過
程
を
紹
介
し
な

が
ら
、
末
法
思
想
が
広
が
る
に
つ
れ
、

や
が
て
即
位
儀
礼
に
も
、
光
を
尊
格

化
し
た
普
遍
的
な
天
皇
と
同
体
化
す

る
密
教
手
法
が
重
く
用
い
ら
れ
た
と

の
見
解
を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
光
や
太
陽
神
を
尊
重

す
る
考
え
は
、
古
く
は
エ
ジ
プ
ト
や

広
く
ア
ジ
ア
に
存
在
す
る
が
、
わ
が

国
の
天
皇
は
太
陽
に
は
な
ら
ず
、
太

駅
を
見
下
ろ
す
会
場
の
サ
ピ
ア
タ

ワ
ー
９
階
講
義
室
に
は
開
場
前
か
ら

多
く
の
参
加
者
が
詰
め
か
け
、
そ
の

関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
時
点
で
は
、
新

元
号
が
「
令
和
」
と
発
表
さ
れ
て
お

ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
元
号
候
補
が
議

論
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
Ｊ
Ｒ
東
京

神
道
国
際
学
会 

第
21
回
セ
ミ
ナ
ー

「
譲
位
儀
礼
と
大
嘗
祭
」報
告

神
道
国
際
学
会
（
三
宅
善
信
理
事
長
＝
金
光
教
泉
尾
教
会
総
長
）が
主
催
す
る
第
21
回
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー

「
譲
位
儀
礼
と
大
嘗
祭
」が
平
成
31
年
３
月
５
日
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
前
の
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー（
東
京
都

千
代
田
区
丸
の
内
）で
開
催
さ
れ
、
今
年
５
月
、
光
格
天
皇
の
文
化
14
年
（
１
８
１
７
）以
来
、
実
に
２
０

２
年
ぶ
り
に
生
前
譲
位
と
い
う
形
で
皇
位
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
３
名
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
分
野
か
ら
見
た
大
嘗
祭
の
意
義
に
つ
い
て
発
題
。
休
憩
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

佐野真人	皇學館大学助教

松本郁代	横浜市立大学教授

椎
名 

潤
（
岐
阜
女
子
大
学
客
員
教
授
・
神
道
国
際
学
会
監
事
）

多くの聴講者で盛り上がった会場

は
じ
め
に
、
本

会
の
三
宅
善
信
理

事
長
が
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
意
義
に
つ

い
て
説
明
し
た
後
、

「
明
治
以
降
、
わ

が
国
は
一
世
一
元

制
に
あ
り
、
憲
法

４
条
に
は
『
天
皇

は
国
事
に
関
す
る

行
為
の
み
行
う
』

と
あ
っ
て
、
天
皇

が
御
自
ら
の
意
志

で
譲
位
さ
れ
る
こ

と
は
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
皇
室
典
範
特

例
法
が
成
立
。
天

皇
陛
下
（
現
上
皇

陛
下
）
が
平
成
28
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教
の
範
疇
に
入
る
と
も
。

ま
た
パ
イ
会
長
は
、
神
社
仏
閣
を

紹
介
し
た
絵
葉
書
や
写
真
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
な
が
ら
、
天
皇
陛

下
（
現
上
皇
陛
下
）
の
30
年
に
わ
た

る
思
い
出
を
語
っ
た
。
そ
の
一
例
と

し
て
、「
30
年
前
、
明
治
神
宮
の
社

殿
前
に
は
大
嘗
祭
を
告
知
す
る
大
き

な
看
板
が
あ
っ
た
」
と
紹
介
。
さ
ら

に
戦
前
に
発
行
さ
れ
た
『
日
本
の
お

祭
』
と
い
う
本
を
示
し
な
が
ら
、
１

頁
目
に
大
嘗
祭
の
時
に
神
饌
を
供
す

る
「
主
其
殿
」「
悠
紀
田
」
が
登
場

す
る
が
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
市
民

宗
教
の
ジ
ャ
ン
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
」
と
分
析
し
た
。

さ
ら
に
、
現
上
皇
陛
下
の
大
嘗
祭

の
際
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た

鎌
田
純
一
・
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授

（
宮
内
庁
侍
従
職
御
用
掛
）
と
本
会

元
会
長
の
薗
田
稔
・
京
都
大
学
名
誉

教
授
（
秩
父
神
社
宮
司
）
と
３
名
で

撮
っ
た
と
い
う
記
念
写
真
を
披
露
す

る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

休
憩
の
後
、
岩
澤
知
子
・
麗
澤
大

学
教
授
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
、
芳
村

正
徳
・
神
習
教
教
主
（
本
会
常
任
理

事
）
や
講
演
者
３
名
を
交
え
て
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。は

じ
め
に
、
芳
村
教
主
が
三
種
の

神
器
を
先
帝
か
ら
受
け
継
ぐ
践
祚
の

儀
（
５
月
１
日
）
や
皇
位
が
継
承
さ

れ
、皇
祖
で
あ
る
天
照
大
神
に
稲（
神

饌
）
を
捧
げ
る
大
嘗
祭
（
11
月
14
日
）

に
つ
い
て
説
明
。

続
い
て
、
佐
野
助
教
は
「
大
嘗
祭

も
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
が
見
ら
れ

れ
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。

ま
た
御
光
厳
天
皇
勅
撰
の
『
新
千

載
集
』
神
祇
部
に
は
、
大
嘗
祭
を
詠

ん
だ
和
歌
の
配
列
が
見
受
け
ら
れ
、

そ
の
中
に
天
石
窟
戸
（
あ
ま
の
い
わ

と
）
神
話
や
天
地
開
闢
神
話
が
登
場

す
る
こ
と
か
ら
、
松
本
教
授
は
「
暗

黒
か
ら
光
が
、
そ
し
て
混
沌
か
ら
神

が
登
場
す
る
場
面
を
描
く
こ
と
で
、

暗
闇
の
中
で
行
わ
れ
る
大
嘗
祭
の
特

異
な
神
秘
性
を
表
現
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。

そ
し
て
「
即
位
儀
礼
に
お
け
る
神

仏
こ
そ
、
こ
の
地
上
に
光
を
あ
て
る

存
在
で
あ
り
、
光
の
存
在
を
与
え
ら

れ
た
天
皇
は
、
光
の
神
仏
を
祀
る
司

祭
者
で
あ
っ
た
」
と
分
析
し
た
。

さ
ら
に
国
際
宗
教
史
学
会
会
長
を

務
め
、
現
在
も
神
道
や
仏
教
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
活
動
を
続
け
て
い
る

マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ
会
長
は
、「
現
在

の
即
位
の
礼
と
大
嘗
祭
の
宗
教
要

素
」
に
つ
い
て
、
外
国
人
と
し
て
の

立
場
か
ら
論
じ
た
。

パ
イ
会
長
は
、
個
人
的
見
解
と
し

な
が
ら
、「
公
的
な
即
位
の
礼
と
極

め
て
宗
教
的
な
大
嘗
祭
を
区
別
す
べ

き
で
、
今
回
も
５
月
に
即
位
の
礼
を

行
い
、
後
に
大
嘗
祭
を
催
す
こ
と
は

理
解
で
き
る
」
と
語
り
、
大
嘗
祭
に

つ
い
て
、「
も
は
や
霊
性
的
文
化
の

領
域
で
あ
り
、
こ
れ
を
西
洋
の
概
念

で
は
シ
ビ
ル
レ
リ
ジ
ョ
ン
（
市
民
宗

教
）
と
称
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
あ

る
の
は
祈
り
や
お
守
り
は
な
く
、
価

値
観
や
意
識
の
確
認
で
あ
る
」
と
の

見
解
を
示
し
た
。
パ
イ
会
長
の
考
え

で
は
、
即
位
の
礼
さ
え
も
、
市
民
宗

陽
を
支
え
る
尊
格
と
し
て
存
在
し
た

よ
う
だ
。

「
即
位
灌
頂
」
は
、
11
世
紀
に
後

三
条
天
皇
が
は
じ
め
て
修
し
、
伏
見

天
皇
（
１
２
６
５
年
即
位
）
以
降
は

江
戸
時
代
末
期
の
孝
明
天
皇
（
１
８

６
８
年
即
位
）
ま
で
続
い
た
と
い
う
。

特
に
13
世
紀
以
降
は
、
摂
関
家
（
二

条
家
）
が
天
皇
に
対
し
て
、
独
占
的

に
「
即
位
印
明
」
の
伝
授
を
行
っ
て

い
た
。

具
体
的
に
は
、
頭
頂
に
水
を
灌
ぐ

儀
礼
で
、
こ
れ
は
古
代
の
イ
ン
ド
神

話
に
王
が
修
し
た
こ
と
が
初
見
さ
れ

る
と
い
う
。
や
が
て
仏
教
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
阿
闍
梨
位
を
獲
得
す
る
儀

式
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
条
天
皇
が
即
位
式
で
修
し
た
「
即

位
灌
頂
」
で
は
、
水
を
灌
が
ず
、
大

日
如
来
の
印
と
明
が
修
さ
れ
た
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
松
本
教
授
は

「
後
三
条
天
皇
の
即
位
あ
た
り
か
ら
、

末
法
の
時
代
が
到
来
し
た
こ
と
と
無

関
係
で
は
な
い
」
と
分
析
。
天
皇
は

宇
宙
を
照
ら
す
存
在
で
あ
り
、「
光
」

を
起
源
と
す
る
尊
格
と
天
皇
が
同
体

で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
求
め
らマイケル・パイ	マールブルク大学名誉教授

活発な議論がされたパネルディスカッション

る
」
と
し
、「
桓
武
天
皇
の
頃
か
ら

皇
位
を
象
徴
す
る
高た
か

御み

座く
ら

が
登
場
す

る
な
ど
、
唐
風
化
が
顕
著
に
な
っ
て

き
た
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。
大
嘗

祭
が
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
天
武
天
皇

の
頃
（
飛
鳥
時
代
）
に
は
、
毎
年
、

新
た
に
収
穫
さ
れ
る
穀
物
を
神
に
捧

げ
る
「
新に
い

嘗な
め

祭さ
い

」
が
行
わ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
中
国
か
ら
律
令
が
導

入
さ
れ
る
に
及
び
、
中
国
（
唐
）
で

実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
即
位
の

時
だ
け
大
嘗
祭
に
格
上
げ
し
、
そ
の

ほ
か
の
年
に
は
例
年
ど
お
り
の
「
新

嘗
祭
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
区
別
の
伝
統
は
、

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
大
嘗
祭
を
斎
行
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
稲
作
技
術
の
向
上
が
求
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
過
程
で
稲
作
文

化
の
全
国
規
模
で
の
伝
播
に
大
き
く

貢
献
し
た
よ
う
だ
。

こ
こ
で
、
岩
澤
教
授
か
ら
「
天
皇

を
稲
作
文
化
の
象
徴
、
日
本
の
支
配

者
と
し
て
意
識
し
た
時
、
大
嘗
祭
は

ど
れ
ほ
ど
宗
教
的
な
の
か
」
と
の
問

い
か
け
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
応
え
て
、松
本
教
授
は「
戦

国
時
代
な
ど
は
戦
乱
や
経
済
的
な
理

由
も
あ
っ
て
、
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
。
や
が
て
社
会
が
安
定
し
た

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
再
び
実
施
さ

れ
て
い
く
。
当
時
、
大
嘗
祭
を
や
ら

な
い
天
皇
は
、
皇
室
を
お
守
り
す
る

役
目
の
『
藩
屏
』
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
。

や
る
か
ら
に
は
徹
底
的
に
や
ら
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
。
特
に
中
世
で
は
、

大
嘗
祭
が
秘
儀
化
し
、
摂
関
家
で
は

こ
れ
ら
の
秘
儀
を
代
々
、
伝
え
護
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。

大
嘗
祭
を
通
し
て
、
天
皇
は
農
耕
民

族
の
象
徴
、
長お
さ

と
し
て
の
役
割
が
普

遍
化
し
て
い
っ
た
」
と
述
べ
た
。

ま
た
大
嘗
祭
の
変
遷
に
つ
い
て
、

佐
野
助
教
は
「
平
安
時
代
は
粗
末
な

茅
葺
き
の
屋
根
を
載
せ
た
簡
素
な
建

物
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
終

わ
っ
た
ら
、
そ
の
日
の
う
ち
に
壊
し

て
、
節
会
を
し
た
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
そ
れ
が
近
世
に
な
る
と
、
天
皇

が
地
面
に
直
接
、
坐
す
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
次
第
に

巨
大
で
立
派
な
建
物
に
な
っ
て
い
っ

た
。
今
回
は
江
戸
時
代
の
時
よ
り
も

は
る
か
に
立
派
な
も
の
に
な
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
岩
澤
教
授
が
「
大
嘗
祭
と

憲
法
20
条
の
政
教
分
離
」
の
関
係
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
糺
す

と
、
英
国
人
で
自
ら
も
英
国
国
教
会

の
司
祭
で
あ
る
パ
イ
会
長
は
「
英
国

は
う
ま
く
政
教
が
融
合
し
て
お
り
、

王
室
行
事
に
違
和
感
は
な
い
。
日
本

で
大
嘗
祭
に
つ
い
て
騒
が
れ
る
こ
と

自
体
が
不
思
議
で
心
配
し
て
い
る
。

ま
た
米
国
で
は
、
大
統
領
就
任
式
で

自
分
の
信
仰
す
る
宗
派
（
キ
リ
ス
ト

教
）
の
聖
書
に
手
を
置
き
、
宣
誓
し

て
い
る
が
、
何
ら
問
題
に
は
な
ら
な

い
」
と
反
論
し
た
。

大
嘗
祭
の
政
治
性
に
つ
い
て
、
芳

村
教
主
は
「
日
本
人
に
と
っ
て
稲
と

は
、
天
津
神
が
私
た
ち
に
与
え
て
く

れ
た
特
別
な
も
の
。
し
た
が
っ
て
、

大
嘗
祭
は
宗
教
的
意
味
合
い
が
強
い

の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
新
天
皇

の
ご
誕
生
は
目
に
見
え
な
い
神
々
の

お
力
を
改
め
て
頂
く
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
日
本
の
安
寧
に
つ
な

が
る
の
で
あ
り
、
政
教
の
完
全
分
離

は
難
し
い
」
と
断
言
し
た
。

会
場
か
ら
は
「
現
在
の
皇
室
典
範

に
は
即
位
の
礼
の
規
定
が
あ
る
だ
け
。

践
祚
の
儀
も
大
嘗
祭
も
消
え
て
い

る
」
と
の
指
摘
も
出
さ
れ
、
議
論
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
に
、
会
場
を
提
供
し
て
く
れ

た
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
関

西
大
学
教
授
（
本
会
理
事
）
が
閉
会

の
挨
拶
を
行
っ
た
。

な
お
、
同
じ
テ
ー
マ
の
も
と
、
３

月
30
日
に
は
東
京
都
港
区
の
聖
ア
ン

デ
レ
教
会
で
、
ま
た
４
月
６
日
に
は

京
都
市
上
京
区
の
日
本
聖
公
会
京
都

教
区
事
務
所
で
、
英
語
使
用
の
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
、
外
国
人
や
留
学
生

な
ど
、
多
数
が
参
加
し
て
盛
況
だ
っ

た
。（
５
頁
参
照
）
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江
戸
期
の
近
衛
基
煕
の
日
記
「
基
煕

公
記
」
も
し
く
は
「
応
円
満
院
関
白
記
」

に
書
か
れ
て
い
る
霊
元
上
皇
の
装
束
を

紹
介
し
ま
す
。
上
皇
は
厳
儀
に
出
る
こ

と
は
な
い
の
で
束
帯
の
調
進
は
基
本
的

に
は
な
く
、
衣
冠
、
直
衣
、
御
小
直
衣
、

狩
衣
を
着
用
し
ま
し
た
。
特
に
御
小
直

衣
が
多
い
で
す
。

御
小
直
衣
：
表
・
裏　

薄
色
＝
薄
い
紫

色
、　

菊
菱
文
、
紅
の
打
衣
・
菊
菱
文
、

単
は
黄

指
貫
は
、
鳥
襷
文
固
織
下げ

括く
く
り

　

足
首

で
袴
の
裾
の
紐
を
く
く
る　
（
大
口
袴

を
は
か
な
く
な
っ
て
く
る
と
膝
下
で
上
し
ょ
う

括く
く
りす
る
）　

上
皇
の
御
小
直
衣
は
「
甘
か
ん
の

御お
ん

衣ぞ

」
と

言
わ
れ
る
。

束
帯
：（
青 

グ
リ
ー
ン
ま
た
は
赤
の
袍
）

文
様
は
窠
に
竹
桐
、
菊
唐
草
、
窠
に
八

葉
菊
に
菊
唐
草
等　

表
袴
は
白
窠
霰
文
、

裏
紅

衣
冠
：
色
ま
た
は
浅
黄
（
こ
の
浅
黄
は

緑
色
を
指
す
の
で
は
な
く
、
ク
リ
ー

ム
色
で
薄
い
黄
色
を
指
し
て
い
ま
す
）、

菊
唐
草
文
、
固
地
綾

指
貫
は
、
紫
織
物  

文
様
は
窠
に
八

葉
菊
に
菊
唐
草
、
雲
鶴
、
浅
黄
藤
丸
文
、

白
浮
文
立
涌

直
衣
：
冬
は
小
葵
文
、
裏
葡
萄
染
、
夏

は
二
藍
染
、
布
衣
始
（
狩
衣
）
以
降
、

臥
蝶
丸
の
文
あ
り

冠
・
立
烏
帽
子
（
右
眉
）、
風
折
烏

帽
子
（
右
折
り
）　

上
皇
以
外
は
左
眉

で
あ
り
、
左
折
り
で
す
し
、
紙こ

捻び
ね
りも

雅

亮
装
束
抄
に
載
っ
て
い
る
よ
う
に
平
安

末
に
は
紫
の
組
紐
を
使
っ
て
い
ま
す
。

蹴
鞠
を
す
る
人
も
紫
の
組
紐
が
許
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

立
烏
帽
子
は
右
眉
紫
組
緒　

帖
紙
は
、

薄
色
（
紫
の
薄
色
）

狩
衣
：
譲
位
後
、
初
め
て
の
儀
式
は
布

衣
始
め
と
い
い
、
仙
洞
御
所
の
弘ひ
ろ

御ご

所し
ょ

で
行
わ
れ
ま
す
。

布ほ
う

衣い

始は
じ

め
と
い
う
の
は
、
御
譲
位
後
、

上
皇
が
初
め
て
狩
衣
を
着
用
す
る
儀
式

で
す
。
実
際
は
御
小
直
衣
を
着
用
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
布
衣
と
い
う
の
は
小

直
衣
・
狩
衣
・
布
衣
を
含
む
装
束
を
い

い
ま
す
。
大
臣
は
直
衣
、
そ
れ
以
下
は

狩
衣
・
布ほ

衣い

を
着
ま
す
。
上
皇
が
実
際

に
狩
衣
を
着
る
と
大
臣
以
下
は
布
衣
以

下
の
装
束
着
用
に
な
る
の
で
こ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
布
衣
を
狩
衣
の
類

を
指
す
と
き
は
︿
ほ
う
い
﹀
と
い
い
、

布
の
衣
裳
で
あ
る
布
衣
は
︿
ほ
い
﹀
と

言
い
ま
す
。　

ま
た
、
天
皇
が
仙
洞
御

所
の
上
皇
に
会
い
に
行
く
儀
式
の
時
に

は
直
衣
を
着
ま
す
。

単
ひとえ

袍
ほう

［うえのきぬ］
［縫
ほう

腋
えきの

袍
ほう

］

衵
あこめ

袍の欄
らん

帖
たと う

紙

蝙
かわ

蝠
ほり

［扇
おうぎ

］

袍の欄の蟻
あり

先
さき

衵が出
いだし

衣
ぎぬ

になっている

指
さし

貫
ぬき

［奴
ぬ

袴
ばかま

］

冠
かんむり

上
皇
の
装
束
の
こ
と︿
後
編
﹀

井
筒
與
兵
衛
（
株
式
会
社
井
筒
代
表
取
締
役
社
長
／
風
俗
博
物
館
館
長
）

乗
り
物
も
天
皇
は
32
人
、
16
人
で
担

ぐ
鳳
輦
、
葱そ
う

花か

輦れ
ん　

に
な
り
、
そ
の
後
、

狭
い
と
こ
ろ
に
入
る
際
に
は
４
人
で
持

つ
手た

輿ご
し

に
乗
り
換
え
ま
す
。
上
皇
は
四し

方ほ
う

輿こ
し　

腰た

輿ご
し　

坂さ
か

輿ご
し

と
い
う
、
６
人
で

腰
で
担
ぐ
軽
快
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

坂
輿
は
四
方
輿
の
上
部
を
外
し
た
輿
で

い
わ
ば
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
の
オ
ー
プ
ン

カ
ー
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

極
め
て
自
由
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ

る
上
皇
の
ス
タ
イ
ル
の
根
拠
は
、
江
戸

時
代
初
め
の
、
後
水
尾
天
皇
の
慶
長
20

年
に
定
め
ら
れ
た
「
禁
中
並
公
家
諸
法

度
」
に
お
い
て
天
子
以
下
諸
臣
の
決
ま

り
ご
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

治
天
と
い
う
言
い
方
も
な
く
な
っ
た
江

戸
期
に
、
上
皇
に
つ
い
て
は
そ
の
記
載

が
な
く
、
法
的
拘
束
か
ら
解
か
れ
た
自

由
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
小
直
衣

●
冠
直
衣

●
御
小
直
衣

袍の格
かく

袋
ぶくろ

［はこえ］
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6月末に大阪で開催されるG20サミットに先駆け、
6月11日～ 12日、私が運営委員長を務めて京都で
G20諸宗教フォーラム2019が開催され、内外から百
数十名の宗教指導者、国際機関の代表、各分野の
研究者らが集まって現代社会に惹起する様々な課
題について熱心に討議し、自国の利益優先の首脳
によるサミットに対して、人類全体の視野から見
た提言を行った。

今回のG20諸宗教フォーラムでは、従来の宗教会
議でテーマとなってきた「平和構築」、「人権擁護」、

「環境保護」などの問題に加えて、初めて「AI (人
工知能)」の問題が取り上げられた。近年、急激に
発達したAIは、さまざまな電化製品への音声入力
や自動運転車の普及だけでなく、国家や大企業に
よる一元的な個人情報管理から自立型ロボット兵
器の実戦配備まで現実問題となってきたが、今回
のフォーラムでは、このことにどう対処するかに
ついて話し合った。AIの脅威には2種類ある。AI
を道具として用いた人間が実行する犯罪行為と、
人間が制御しきれなくなったAI自身がもたらす脅
威である。前者の問題は、刃物や銃器が発明され
た時からあったのと同じ倫理や道徳の問題である
が、後者の問題は、極めて宗教的に意味深い問題

である。
人智を凌駕した人工知能が支配する近未来の世

界を描いたSF小説や映画がこれまで数多く制作さ
れたが、数十年後に人類の歴史を振り返った際に、
2017年という年は、ついに「AIが人間を超えた」
ということを自覚した「特異点」となるに違いない。
何百年も長きにわたって、「天才の所業」と思われ
ていた囲碁や将棋の名人をAIソフトが圧倒したの
である。そのゲームソフトを制作した人の棋力は
アマチュアレベルであるにもかかわらずである…。

「凡人」が開発したプログラムが「天才」を凌駕す
るには、発想や方法論上の「飛躍」が必要である。
何故、そのようなことが可能になったのかという
と、「深

ディープラーニング

層学習」という方法が開発されたからで
ある。従来のように、AIに対して人間がいちいち

「教える」のではなく、AI自らが膨大な棋譜データ
にアクセスしてこれらから「学習する」だけでな
く、自分と自分同士で「対戦」して新しい「棋譜」
を積み重ねていくのである。AIには「肉体的な疲
れ」がないので、あっという間に何千年分もの学
習ができてしまうのである。

私がAIにおける「特異点」の問題を考える時に
いつも想起するのが、旧約聖書『創世記』第3章に

おける「知恵の樹」のエピソードである。
創
ヤハウェ・エロヒム

造 主 は、アダムとイブに対して「エデン
の園に生えている全ての樹の実は食べても良い
が、知恵の樹の実だけは食べることを禁じ」ていた。

「知恵の樹の実を食べると必ず死ぬ」と嘘までつい
て…。ところが実際には、アダムとイブはこの禁
じられていた「知恵の樹」の実を食べたのに死ぬ
ことはなく、創造主にバレるのを恐れて身を隠そ
うとしたので、永遠の糧を保証された「エデンの
園」から追放された。そして、当然のことであるが、

「善悪を知った」以上は、アダムとイブの子孫であ
る人類は、自らの判断で行った行為に対して「責
任」を追わなければならなくなった。

古事記においては、お産によって落命した愛し
い妻イザナミを追って黄

よ

泉
みの

国
くに

へ赴いた夫イザナギ
は、「決して姿を見ないで欲しい」と願ったイザナ
ミとの約束を破ってその醜い姿を見てしまったこ
とによって、イザナミと永遠の別れを告げること
になった。

また、神武天皇の祖父ヒコホホデミも、愛妻ト
ヨタマヒメが出産するところを「見ないで欲しい」
と頼まれたのに、その鰐

ワニ

の本性を覗き見してしまっ
たことによって愛妻と別れることになってしまう。
古代ユダヤと古代日本の神話に共通するのは、人
間というものは「◯◯してはいけない」と禁じら
れれば、余計にそのことをしたくなってしまうと
いうことである。AIを開発するということは、わ
れわれが人間の本性に気づかせられるということ
でもある。

金光教泉尾教会 総長／（株）レルネット代表　三宅善信
 『AIの脅威と人間の本性』
連 載 神道ＤＮＡ

東
京
と
京
都
で
英
語
に
よ
る

 ﹃
即
位
儀
礼
と
大
嘗
祭
﹄

セ
ミ
ナ
ー
開
催

道
国
際
学
会
の
マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ
会

長
、
加
藤
大
志
服
部
天
神
宮
権
禰
宜

が
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

パ
ネ
ル
討
議
が
行
わ
れ
、
フ
ロ
ア
と

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
最
後
に
、
主

催
者
を
代
表
し
て
、
神
道
国
際
学
会

理
事
長
を
務
め
る
三
宅
善
信
師
が
謝

辞
を
述
べ
た
。
こ
ち
ら
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
主
と
し
て
京
都
の
各
大
学
や
研

究
機
関
に
勤
め
る
外
国
人
研
究
者
や

留
学
生
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

今
回
の
英
語
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
開

催
で
判
明
し
た
こ
と
は
、
近
年
急
激

に
増
加
し
た
外
国
人
観
光
客
や
定
住

者
が
求
め
る
日
本
文
化
へ
の
関
心
の

大
き
さ
と
比
し
て
、
日
本
側
の
情
報

発
信
が
質
・
量
共
に
圧
倒
的
に
不
足

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
分
野

に
お
け
る
神
道
国
際
学
会
の
潜
在
能

力
の
高
さ
を
発
揮
す
る
機
会
が
ま
だ

ま
だ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

儀
」、「
即
位
後
朝
見
の
儀
」
が
相
次

い
で
厳
修
さ
れ
、
招
か
れ
て
い
る
在

京
の
各
国
大
使
館
関
係
者
の
関
心
も

高
く
、
聴
衆
の
中
に
は
、
大
使
館
関

３
月
５
日
に
東
京
駅
前
の
サ
ピ

ア
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
21

回
国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
『
即
位
儀

礼
と
大
嘗
祭
』
が
好
評
で
、「
是

非
、
英
語
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
」

と
い
う
声
に
応
え
て
、
３
月
30
日

と
４
月
６
日
に
東
京
と
京
都
で
国

際
セ
ミ
ナ
ー
『T

hinking A
bout 

T
he Japanese Enthronem

ent 
Cerem

onies

』
が
相
次
い
で
開
催

さ
れ
た
。

３
月
30
日
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
東
京

都
港
区
の
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
本
会
の
マ
イ
ケ
ル
・

パ
イ
会
長
と
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
国

聖アンデレ教会の十字架の下で神道的見地から議論を行った

京都でのセミナーは追加席が必要な盛況ぶりだった

係
者
も
数
名
含
ま

れ
て
い
た
。

４
月
６
日
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
京
都

御
所
に
隣
接
す
る

日
本
聖
公
会
京
都

教
区
事
務
所
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、

約
50
名
が
聴
講
し

た
。
最
初
に
、
会

場
を
提
供
し
た
聖

公
会
京
都
教
区
の

高
地
敬
主
教
が
歓

迎
の
挨
拶
を
し
た
。

続
い
て
、
日
文
研

の
ジ
ョ
ン
・
ブ

リ
ー
ン
教
授
、
神

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
が
天
皇
の
即

位
儀
礼
に
つ
い
て
発
表

し
、
岩
澤
知
子
麗
澤
大

学
教
授
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
フ
ロ
ア

を
交
え
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

折
か
ら
一
カ
月
後
に

は
「
退
位
礼
正
殿
の

儀
」、「
剣
璽
等
継
承
の
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愛宕神社は1603年（慶長8年）、江戸に幕府を設く徳
川家康公の命により防火の神様として祀られ、慶長15年、
庚戊本社をはじめ、末社仁王門、坂下総門、別当所等将
軍家の寄進により建立された。祭礼などには下附金を賜
るほど、当時の幕府の尊崇は篤いものであった。その後、
江戸大火災はじめ関東大震災、帝都大空襲により社殿が
焼失することがあったが、その都度、氏子中により再建
され、現在に至る。
愛宕神社の利益は火に関するもの・防火・防災、印刷・

コンピュータ関係、商売繁昌、恋愛・結婚・縁結び。境
内には、江戸時代、曲

ま

垣
がき

平
へい

九
く

郎
ろう

が将軍徳川家光に献上し
たと言われる「将軍梅」や、なでると福が身につくとい
われる「招き石」などがある。
また、インターネットで「東京	出世	神社」と検索すると、

まず出てくるのが愛宕神社であるが、これは「出世の石段」
に由来する。今から380年前（寛永11年）の春、徳川三
代将軍、家光公が将軍家の菩提寺である増上寺の帰りに
愛宕神社の下を通られた。満開に咲いた「源平の梅」を

・出世の石段祭（隔年9月22日～ 24日）
愛宕神社で一番大きなお祭り。一年の感謝を神様に捧げ
る。2年に1度、御神輿が出世の石段を行き来し、大変勇
壮である。町内を巡行した後、提灯を付けた御神輿が急
勾配の石段を登る様はダイナミックそのもので、祭りの
クライマックスに相応しく興奮は一気に高まる。
・大祭式（9月24日 11時）
一年の感謝を氏子・崇敬者と共に捧げる。装束を着けた
神職により厳かに執り行われる。どなたでもご参列いた
だける。
・お花見
これは祭礼ではないが、3月下旬から4月上旬にかけては、
桜の花がとても綺麗。山全体が桜に覆われた様で、一見
の価値有り。

【基本データ】
主祭神：火産霊命（ほむすびのみこと）〈火の神〉
配祀：罔象女命（みずはのめのみこと）〈水の神〉、大山
祇命（おおやまづみのみこと）〈山の神〉、日本武尊（や
まとたけるのみこと）〈武徳の神〉、将軍地蔵尊・普賢大
菩薩
境内末社：太郎坊神社、福寿稲荷神社、弁財天社、恵比
寿大黒社
創建：1603年（慶長8年）
HPアドレス：http://www.atago-jinja.com/

神社巡り⑬

愛
あ た ご

宕神
じ ん

社
じ ゃ

●東京都港区愛宕1-5-3

目にした家光公は、「誰か、馬にてあの梅を取って参れ！」
と命じた。しかし、この愛宕神社の石段は壁のような急
勾配で、歩いて登るのも一苦労。それを馬で取ってくる
など、とてもできそうになく、家臣たちは、みな一様に
下を向いて黙っていると、家光公の機嫌はみるみるうち
に悪くなり、もう少しで怒りバクハツ！というそのとき
に、この石段を登りはじめた者がいた。
「あの者は誰だ」
「あの者は四国丸亀藩の家臣で曲垣平九郎と申す者でご
ざいます」
「そうか。この泰平の世に馬術の稽古怠りなきこと、ま
ことにあっぱれである」
平九郎は見事、馬にて石段をのぼり降りし、山上の梅

を手折り、家光公に献上した。これにより、平九郎は家
光公より「日本一の馬術の名人」と讃えられ、その名は
一日にして全国にとどろいた。こんな故実が伝わってい
るからである。
実際に登ってみると、その石段はあまりに急で、手す

りを持たずには怖くて登り降りできない。しかし、標高
25.7メートル。23区内の天然の山としては一番の高さ。
現在のように高層ビルが建ち並ぶ前の江戸時代には、見
晴らしの名所として、見物客で賑わった。山頂から、東
京湾や房総半島までを見渡すことができたと言われてい
る。

愛宕神社の代表的な祭礼
・千日詣り ほおづき縁日（6月23日～ 24日）
この両日に社殿前にしつらえた茅

ち

の輪
わ

をくぐりお参りす
れば千日分の御利益があると昔から信仰され、境内で自
生していたほおづきを飲めば子供の癇・婦人病に効くと
言われていた。現在はお祓い済みのほおづきを受けると、
特別に社殿の中で本人もお祓いしてくれる。ほおづき市
というと浅草が有名だが、もともと愛宕神社から始まっ
たもの。蛇足ながら羽子板市も当社が発祥。その賑わい
は平岩弓枝著「犬張り子の謎」にも記されている。
・中祭式（6月24日 11時）
自分の厄を移した形

ひと

代
がた

を神社に納め、半年間の厄を祓い
清める行事。年末の大祓いに対し、夏

な

越
ご

しの祓えという。

神習教教主
芳村正徳

大鳥居から急な石段が続く

石段を登り切っ
た先に社殿

秩
父
夜
祭
の
ル
ー
ツ

武
甲
山
今
昔

り
株
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。「
木
は

幸
せ
だ
っ
た
の
か
な
」
と
い
う
問
い

が
読
者
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
。
時
は

流
れ
、
年
老
い
て
帰
っ
て
き
た
男
が

「
疲
れ
た
の
で
休
む
場
所
が
ほ
し
い
」

と
い
う
と
、
木
は
「
私
の
切
り
株
に

座
り
な
さ
い
」
と
言
う
。
男
は
腰
を

か
け
る
。「
木
は
幸
せ
だ
っ
た
。」
と

い
う
お
話
だ
。

い
ず
れ
の
作
品
も
、
原
作
は
英
語

で
書
か
れ
て
い
る
が
、
世
界
各
国
の

言
語
に
翻
訳
さ
れ
出
版
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

我
が
身
を
削
っ
て
秩
父
の
人
々
の

生
活
を
助
け
て
き
た
「
武
甲
山
」
に

神
仏
の
姿
を
見
て
「
尊
い
存
在
」
と

涙
す
る
人
も
い
る
。「
い
や
、
あ
れ
は

人
間
の
強
欲
の
為
せ
る
業
。
許
さ
れ

な
い
こ
と
だ
。」
と
怒
り
を
露
わ
に
す

る
人
も
い
る
。
あ
ん
な
も
の
は
た
だ

の
「
資
源
」
だ
か
ら
利
用
し
て
何
が

悪
い
ん
だ
と
開
き
直
る
人
も
い
る
。

そ
ん
な
下
界
の
人
々
を
天
空
か
ら

見
守
り
な
が
ら
、果
た
し
て「
武
甲
山
」

は
“
幸
せ
”
な
の
か
？　

い
ち
ど
山

の
本
音
を
聞
い
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

埼
玉
の
奥
地
、
秩
父
盆
地
の
南
に

高
く
聳
え
る
「
武ぶ

甲こ
う

山ざ
ん

」
は
、
古
く

か
ら
「
神
の
鎮
ま
る
山
」
と
し
て
、

地
域
の
人
々
の
信
仰
・
崇
敬
の
対
象

と
さ
れ
て
き
た
。「
秩
父
夜
祭
」の
ル
ー

ツ
も
こ
の
山
へ
の
感
謝
の
祈
り
に
あ

る
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
人
々
の
「
心
の
ふ
る
さ

と
」
と
も
い
わ
れ
て
き
た
こ
の
山
は
、

セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
な
る
石
灰
石
で

形
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、
貴
重
な
鉱

山
資
源
と
し
て
削
ら
れ
続
け
て
き
た
。

我
が
国
の
近
代
化
と
高
度
成
長
の
中

で
、
か
つ
て
の
山
頂
も
爆
破
さ
れ
、

現
在
は
白
い
岩
肌
が
剥
き
出
し
と
な

り
、
人
工
的
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う

な
姿
を
晒
し
て
い
る
。
こ
の
姿
に
多

く
の
人
々
が
心
を
痛
め
、
石
灰
石
採

掘
の
中
止
を
求
め
る
声
も
高
ま
っ
て

い
る
が
、
い
ま
な
お
採
掘
は
続
い
て

い
る
。

こ
の
山
を
見
る
た
び
に
、
幼
い
頃

に
出
会
っ
た
２
つ
の
文
学
作
品
を
思

い
出
す
。

ひ
と
つ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身

の
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
の
『
幸
福

な
王
子
』
と
い
う
短
編
小
説
。
あ
る

町
の
高
台
に
「
幸
福
な
王
子
」
と
い

う
像
が
立
て
ら
れ
た
。
体
は
金
箔
に

包
ま
れ
、
目
に
サ
フ
ァ
イ
ア
、
剣
に

ル
ビ
ー
が
輝
き
、
心
臓
は
鉛
で
作
ら

れ
た
。
し
か
し
、
高
台
か
ら
は
こ
の

町
の
貧
し
い
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
ま

り
に
よ
く
見
え
過
ぎ
た
。
心
を
痛
め

かつての武甲山と、現在の武甲山

た
王
子
は
、
冬
に
備
え
南
国
へ
旅
立

と
う
と
し
て
い
た
ツ
バ
メ
に
頼
ん
で
、

自
分
の
宝
石
や
金
箔
を
貧
し
い
人
々

へ
分
け
与
え
て
ゆ
く
。
ツ
バ
メ
は
力

尽
き
て
息
絶
え
、
王
子
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ

の
姿
と
成
り
、
王
子
の
鉛
の
心
臓
は

音
を
立
て
２
つ
に
割
れ
て
し
ま
う
。

見
窄
ら
し
い
姿
に
な
っ
た
王
子
の
像

は
撤
去
さ
れ
、
ツ
バ
メ
の
死
骸
と
と

も
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
王
子

の
心
臓
と
ツ
バ
メ
の
亡
骸
は
天
使
が

拾
い
上
げ
て
天
国
に
連
れ
て
行
っ
た

と
い
う
お
話
だ
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
米
国
の
作
家
シ

ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン
の
『
大
き
な
木
』

と
い
う
子
ど
も
向
け
絵
本
。
リ
ン
ゴ

の
木
と
少
年
は
友
達
で
、
互
い
に
心

を
通
わ
せ
て
い
た
が
、
少
年
は
成
長

し
、お
金
が
必
要
と
な
る
。
木
は
「
私

の
実
を
売
り
な
さ
い
」
と
言
う
。
大

人
に
な
っ
た
男
が
「
家
が
欲
し
い
」

と
い
う
と
、
今
度
は
「
私
の
枝
で
家

を
建
て
な
さ
い
」
と
言
い
、男
が
「
遠

く
へ
行
き
た
い
」
と
い
う
と
「
私
の

幹
で
舟
を
作
り
な
さ
い
」
と
、
次
々

と
そ
の
身
を
捧
げ
、
つ
い
に
木
は
切

秩
父
今
宮
神
社
宮
司
・
弁
護
士

塩
谷
崇
之
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本書は感染症と歴史を、神道に限らない広範な宗教的視点から考
察した書である。ここで取り上げられているのはインフルエンザ・
BSE・ヘルペス・梅毒・天然痘まで幅広く、それぞれが興味深き史実
とともに提示されており、専門用語はより咀嚼され、読みやすい形で
情報が提供されている。評者としては、天然痘と「鬼」の史実は興味深
く楽しませていただいた章であった。また、インフルエンザやMERS
などで、特に多人数に感染を広める「スーパースプレッダー」という存
在があり、現場の医療者を悩ませる存在であるが、これを使徒ペテロ、
ザビエルや蓮如になぞらえ、いかに優れた教祖がいようが、スーパー
スプレッダーの存在がなければ、その宗教は急激な拡大は出来ないと
いうくだりは、なるほどと膝を打つとともに、宗教的文脈はある意味、
感染症の説明に相性のあう部分があるのではとも感じた。

我々、医療にかかわる者には、感染症の診断や治療にとどまらず、
ワクチンや予防に結びつく行動などを含めて一般社会に広く知らしめ
るリスクコミュニケーションの任務があり、インフルエンザ・麻疹と
いった日常的に接するものはもとより、エボラ熱・デング熱・ジカ熱
といった国境を越える感染症についても、マスメディアへの協力も含
めて汗を流している。しかしながら、我々の発信は必ずしも、それを
必要とする人々にあまねく伝わるとは限らず、それどころか、事実で
はない噂・流言が発生して社会不安が発生したり、“感染の発生した
国から帰国した健康な人”のような本来無関係な人に対する差別が発
生したりという事象に心を痛めているのが実情である。このような中

天皇の代替わりという、我々が一生の間にそう何回も経験することの
ない節目を迎えた今年2019年は、元号が平成から令和へと代わるととも
に、通常の年には見られない皇位継承を内外に示す「御大礼」と呼ばれる
特別な儀礼が行われる年でもある。

かかる記念すべき年に刊行されたこの事典では、古代に天皇自身が、
あるいは天皇が社寺に委託することで行われてきた儀礼を神道祭祀およ
び仏教法会に大別し、60の項目に分けて解き明かしている。わが国では
神仏の共存関係が長く保たれてきたため、国家的信仰儀礼も神道祭祀と
仏教法会を車の両輪として行われてきた。従って、そうした信仰儀礼は
神社においては神職、寺院においては僧侶に委託して執行されるととも
に、朝廷内の神祇官をはじめとした宮司によっても斎行され、国家の重
事である大嘗祭は、天皇祭祀の極致として天皇自身が執行するという構
造をもってきたからである。

本書の「神道祭祀編」と「仏教法会編」では、まず「総論」において神道祭
祀や仏教法会のあり方およびその歴史的展開が概説される。次に、年中
行事として執行される祈年祭や新嘗祭などの「恒例祭祀」、大極殿御斎会
や薬師寺最勝会などの「恒例法会」といったルーチンワークの儀礼が、挙
行される月の順番に説明される。その次には、特別な機会にその都度、
に行われる大嘗祭などの「臨時祭祀」、一代一度仁王会などの「臨時法会」
が解説される。また神道祭祀編では、さらに加えて「伊勢神宮祭祀」の柱
が立てられ、神嘗祭や式年遷宮などの国家大事の祭祀に関する項目がま
とめられている。天皇と国家の神道祭祀・仏教法会の中には、時代の流

風邪見鶏 人類はいかに伝染病と向き合ってきたか
三宅善信［著］
集広舎、2019年2月8日刊、208ページ、ISBN978-4904213674、本体1,200円

評／勝田吉彰（関西福祉大学教授）

事典 古代の祭祀と年中行事
岡田荘司［編］
吉川弘文館、2019年2月10日刊、450ページ、ISBN 9784642014786、本体3,800円＋税

評／鈴木岩弓（東北大学総長特命教授／宗教民俗学）

で、リスクコミュニケーションにあたって
宗教者の役割に期待したいところがある。
宗教家の講話の場において、話し手は聴き
手の注目を引き寄せる術においてプロで
あり、聴き手は自発的に、熱心に内容を理解しようと努めるという営
みが展開している。そこへ、その時点で一般社会に火急に伝わるべき
情報が相乗りできれば、噂・流言による社会不安発生に対するワクチ
ンとして有効なのでは…とは、私自身が前職・外務省医務官時代の発
展途上国勤務のなかで、任地のスーダン、セネガルの教会やモスクで
展開している光景を横目に見ながら思っていたことでもある。実際に
宗教と教育は歴史的に相性が良く、この日本にも神道系のみならず仏
教系・キリスト教系・新宗教系の教育機関が数多存在し、賑わってい
る（余談ながら、著者とのご縁も、偶々、評者が関西福祉大学に職を
得たところに始まる）。

そのような意味で、筆者が、普段から継続的に感染症に興味関心を
持続し本書を上梓されたことは、心強い思いを抱いている。本書の描
写のすべてがエビデンスの確立した医学的データに基づいて書かれて
いるわけではないが、その点は我々医学界が宗教界にどのようなデー
タ・情報を提供できれば良いのか参考になるわけで、また逆に、本書
の歴史的描写や文化論は、一般社会の人々に対して、どのような内容
と組み合わせればしっくり入ってゆけるのか、学ばせていただけるも
のと感じている。今後、第二第三の本書の上梓を期待したい。

れと共に変化したり、消滅したものも見ら
れる。このような状況に対する本書のスタ
ンスは、記述の中心が古代における成立に
焦点を当てて儀礼の本質を明示することに
おかれており、この起点を踏まえた上で祭祀・法会の歴史的な変遷につ
いても触れられる。大嘗祭の記述に見るように、これまでの研究史の検
討にもとづき、そうした変遷が最新の情報を踏まえて解説されているこ
とは有り難い。とりわけ神道祭祀の執筆者の多くが、編者の門下生とも
呼ぶべき國學院大學大学院「神道史研究」ゼミの院生と修了生で構成され
ていることから、本書は編者を中心とした学派の祭祀研究に関する啓蒙
的総決算の書と評価することも出来るであろう。

本書の最後には、「付録」として宮内庁書陵部蔵『神祇官年中行事』翻刻
や祭祀用語集、参考図書、付録図版、神道祭祀・仏教法会年表が収録さ
れており、読者に対する理解の便が図られている。とは言え、事典とし
ての活用促進の上からは、索引があればさらに利便性が高められたはず
で、これがない点は残念である。
「あとがき」において、編者の岡田荘司は、9月15日の真夜中から早朝

に懸けて行われる「石清水祭」に参加した際の想い出に触れ、「平安王朝
の祭祀の時間が、ゆったりすすむ。これこそが、人間本来の時間の流れ
ではないのかと思う」と述べる。そして現代人の時間の流れとは異質な
時間体験を通じ、「神祇の祭祀とは、創始のときに回帰し、その本分を
取り戻す時と場なのであろう」と結んでいることは大変示唆的である。

書  評

書  評
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神道国際学会からのお知らせ
◎いつも社報や刊行物をお送りくださり、ありがとうございます。
◎ご入会のご案内：神道国際学会にはどなたでも入会できます。資料をご請求ください。

　　　一般会員（年会費）	 5,000円
　　　賛助会員（年会費）	 30,000円
　　　特別賛助会員（年会費）	 50,000円
　　　法人会員（年会費）	 100,000円

NPO法人	神道国際学会	 〒154-0014　東京都世田谷区新町3-21-3　桜神宮	神習会館内
	 	Tel.	080-7662-0640　info@shinto.org

こ
の
数
か
月
、
私
た
ち
は
大
き
な
出

来
事
を
経
験
し
ま
し
た
。
私
た
ち
世

代
が
初
め
て
経
験
す
る
譲
位
に
よ
る

御
代
替
わ
り
、
そ
し
て
日
本
で
初
め

て
の
開
催
と
な
っ
た
Ｇ
20
で
す
。
元

号
が
「
令
和
」
と
な
っ
て
は
や
３
ヵ
月
。

お
祝
い
ム
ー
ド
は
一
段
落
の
感
が
あ

り
ま
す
が
、
秋
の
大
嘗
祭
に
向
け
て
、

世
の
関
心
が
再
び
高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。今
春
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー

『
譲
位
儀
礼
と
大
嘗
祭
』
に
つ
い
て
の

記
事
が
、
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
ま
た
Ｇ
20
に
関
連
し
て
、
諸

宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
京
都
で
開
催
さ

れ
、
世
界
中
の
様
々
な
宗
教
者
が
地

球
と
人
類
に
課
せ
ら
れ
た
諸
問
題
を

真
剣
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
本
紙
で

も
関
連
記
事
を
大
き
く
取
り
上
げ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
一
読

く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

三
宅
善
信
理
事
長

1
月
12
日　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
外
国
人

司
祭
に
神
道
に
つ
い
て
英
語
で
レ
ク

チ
ャ
ー
。

２
月
８
日　
『
風
邪
見
鶏
：
人
類
は

い
か
に
伝
染
病
と
向
き
合
っ
て
き
た

か
』(

集
広
舎)

を
刊
行
。

３
月
27
～
28
日　

国
際
自
由
宗
教
連

盟（
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｆ
）の
国
際
評
議
員
会
に

同
財
務
理
事
と
し
て
出
席
。

４
月
23
日　

日
本
国
際
連
合
協
会
関

西
本
部
の
理
事
会
な
ら
び
に
総
会
を

同
協
会
の
副
本
部
長
兼
理
事
長
代
行

と
し
て
開
催
。

５
月
30
日　

大
森
光
祥
辯
天
宗
第
三

世
管
長
晋
山
祝
賀
会
に
列
席
。

６
月
11
～
12
日　

京
都
で
開
催
さ
れ

た
Ｇ
20
諸
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

９
の
運
営
委
員
長
を
務
め
る
。

６
月
19
～
21
日　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に

招
待
さ
れ
る
。

７
月
４
～
７
日　

サ
イ
パ
ン
で
の
遺

骨
収
容
と
「
バ
ン
ザ
イ
突
撃
七
十
五

年
慰
霊
祭
」に
参
列
。

フ
ァ
ビ
オ
・
ラ
ン
ベ
ッ
リ
理
事

２
０
１
８
年
９
月
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
・
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
宗
教

理
事
の
業
績
・
研
究
報
告

平
成
最
後
の
日
、
敬
愛
す
る
サ
ミ
ー
ル
・
ヌ
ー
ハ
先
生
（
享
年
73
）
の

訃
報
に
接
し
た
。
サ
ミ
ー
ル
先
生
は
、
私
が
親
し
く
お
付
き
合
い
い
た
だ

い
た
唯
一
の
エ
ジ
プ
ト
人
で
あ
っ
た
。
サ
ミ
ー
ル
先
生
は
、
神
道
国
際
学

会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
い
つ
も
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
本
誌
第
54
号
に
も
「
感
想
文
」
を
お
寄
せ
く
だ
さ
る
な
ど
、
イ
ス
ラ

ム
教
徒
の
視
点
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。

サ
ミ
ー
ル・
ヌ
ー
ハ
先
生
を
偲
ん
で

神
道
国
際
学
会
理
事
長　

三
宅
善
信

新
元
号
「
令
和
」
発
表
の
興
奮
も
さ
め
や
ら
ぬ
中
、
本
会
顧
問
の
真
弓

常
忠
先
生
（
享
年
96
）
の
訃
報
に
接
し
た
。
皇
學
館
大
学
教
授
、
八
坂
神

社
宮
司
、
住
吉
大
社
宮
司
を
歴
任
さ
れ
、
神
社
界
に
大
き
な
功
績
を
残
さ

れ
た
真
弓
先
生
に
は
、
本
会
発
足
２
年
目
の
１
９
９
５
年
以
来
「
顧
問
」

と
し
て
、
大
所
高
所
か
ら
ご
指
導
を
賜
っ
た
。

民
俗
学
者
の
吉
野
裕
子
氏
を
招
い
て
八
坂
神
社
で
開
催
さ
れ
た
国
際
セ

ミ
ナ
ー
や
、
２
０
０
７
年
に
日
中
両
国
で
開
催
さ
れ
た
「
日
中
交
流
一
四

〇
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
、
晩
年
ま
で
国
際
的
な
視
野
か

ら
神
道
に
つ
い
て
発
信
さ
れ
続
け
た
。
神
道
学
者
と
し
て
の
真
弓
先
生
は
、

大
嘗
祭
研
究
の
専
門
家
だ
っ
た
の
で
、
令
和
の
大
嘗
祭
に
つ
い
て
も
ま
だ

ま
だ
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
隠
世
に
身
罷
ら

れ
て
後
も
、
本
学
会
の
今
後
の
活
動
を
ご
照
覧
い
た
だ
き
た
い
。

真
弓
常
忠
先
生
を
偲
ん
で

神
道
国
際
学
会
理
事
長　

三
宅
善
信

事務局移転のお知らせ
この度、神道国際学会は、経費の節減とより充
実した活動を両立させるために、事務局を移転
しました。新住所は次のとおりです。今後とも、
どうぞよろしくお願いいたします。

新住所：〒 154-0014 　
　　　　東京都世田谷区新町 3-21-3　
　　　　桜神宮 神習会館内
新電話番号：080-7662-0640

（ホームページ URL や事務局メールアドレスは
変わりません）

令
和
元
年
10
月
29
日
、
東
京

都
千
代
田
区
の
関
西
大
学
東
京

セ
ン
タ
ー
講
義
室
に
お
い
て
、

国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
『
現
代
の

聖
地
：
若
者
文
化
と
神
道
』
を

開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は
決
ま

り
次
第
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
ま
せ
。

第
22
回

国
際
神
道
セ
ミ
ナ
ー
の

お
知
ら
せ

学
科
長
に
着
任
。

今
年
度
は
、
三
つ
の
研
究
課
題
に
専

念
し
た
。

①
日
本
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
多
様
な
形

態
を
描
く
論
文
集
の
編
集
。Spirits 

and A
nim

ism
 in Contem

porary 
Japan: T

he Invisible Em
pire, 

edited by F
abio R

am
belli. 

L
on

d
on

 an
d

 N
ew

 Y
ork

: 
Bloom

sbury, 2019.

（
ラ
ン
ベ
ッ

リ
編
『
見
え
な
い
帝
国
─
近
現
代
日

本
の
霊
魂
観
と
ア
ニ
ミ
ズ
ム
』）そ
の

な
か
で
、
現
代
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
系
譜

の
試
み
や
、
日
本
文
化
の
多
く
の
分

野
に
お
け
る
霊
魂
観
の
様
々
な
か
た

ち
を
取
り
上
げ
る
。

②
長
年
追
求
し
て
き
た
日
本
宗
教
の

物
質
性（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
）研
究
の

新
し
い
展
開
と
し
て
、
若
手
研
究
者

の
論
文
集
を
編
集
。“M

ateriality 
of Religion in Japan,” special 
issue of Japanese Religions, n. 
43, co-edited by Jørn Borup 
and Fabio Ram

belli (July 2019) 

『
日
本
宗
教
』特
集
「
宗
教
の
物
質

性
」Jørn Borup 
及
び Fabio 

Ram
belli 

共
編 

（
２
０
１
９
年
７

月
刊
行
）。

③
新
し
い
研
究
課
題
で
、
雅
楽
の
文

化
史
。
笙
と
い
う
楽
器
を
中
心
に
、

雅
楽
の
思
想
や
そ
の
儀
礼
的
な
役
割

な
ど
に
つ
い
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
な
ど
で
発
表
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
貫
と
し
て
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
・
サ
ン
タ

バ
ー
バ
ラ
校
で
雅
楽
の
公
演
を
企
画

し
た
。

サイパンで神仏合同の慰霊祭を仕える三宅善信理事長
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